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1. 研究の目的 

近年、中大規模木造が世界的に注目されている。その

建築物の接合部の性能は高強度化する必要があるが、そ

のような接合部における破壊性状は未解明な部分があり、

設計式の活用には難しさが生じている現状である。 

本研究では集成材梁端部に設けたドリフトピンを用い

た鋼板挿入型接合部の耐力の検討を行う。この接合部で

は、割裂破壊もしくはせん断破壊が発生すると言われて

いる。そこで接合部の加力試験を行い、その破壊性状を

解明し、耐力の算出方法・設計式の適切な活用方法を提

案することが目的である。 

2. 試験方法 

本研究では、集成材の梁端部にドリフトピンを用いた

鋼板挿入型の接合部の試験体を用意し、鉛直方向の単調

加力試験を主として行った。試験体の設置状況を図 1 に示

す。試験体に用いた梁材の材料に関して、樹種はオウシ

ュウアカマツで、日本農林規格における等級が F105-F300

の対称異等級構成集成材である。梁幅は 120mm とし、梁

せいは 450・600・1000・1500mm のものを用意した.ドリ

フトピンの材質はみがき鋼棒 SGD300 で,径：φ16,長さ：

120mm である.挿入した鋼板の材質は SS400,板厚は 11mm,

梁材に設けたスリットは 11mm とした。ドリフトピン用の

孔として、梁材にはピンと同寸法の孔を設け、鋼板には

ドリフトピン径に対し 1.5mm のクリアランスを持つ孔を

設けた。ドリフトピンの打ち込みは工場で実施した。以

上が共通仕様である。試験では主としてドリフトピンの

配置をパラメータとした。図 2 に示すようなドリフトピン

の試験体を全 18 仕様（各 1 体）用意し、試験した。 

集成材梁以外の試験治具は鋼材で構成されている。加

力試験機により下方向に単調鉛直加力を与え、接合部が

破壊するまで実施した。 

3. 試験結果 

破壊性状の例を図 3、荷重-変位関係の例を図 4,5 に示す。

割裂破壊は、図 3 の赤点線に示すように最も下側のドリフ

トピンを基点に大きく開口するように破壊が発生するも

のである。その割れが発生する際、図 4 に示すように瞬間

的に荷重が低下する。せん断破壊は図 3 青点線が示すよう

な位置で発生し、木口面に軸方向のずれが見られるよう 

 

図 1 試験体のセットアップ 
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図 2 ドリフトピン配置の例 

  

図 3 割裂破壊とせん断破壊の例 
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な特徴がある。最初にせん断破壊が発生した際は、図 5

に示すように連続的に荷重低下が発生するものであっ

た。ここでは最初にせん断破壊が発生した荷重をせん断

耐力とする。 

 

図 4 荷重-変位関係と破壊個所（割裂破壊） 

 

図 5 荷重-変位関係と破壊個所（割裂破壊） 

 木質構造設計規準に示されている接合部の終局耐力の

設計式は式１）であり、それを構成する割裂耐力式が式

２）、せん断耐力式が式３）である。 

 本研究では、別途実施した材料試験の 5%下限値を計算

に用いる。割裂破壊定数は木質構造設計規準に示されて

いる方法、せん断強度は逆対称せん断試験法を採用した

（規準の値はイス型せん断試験より）。割裂破壊定数 Crは

12.6N/mm1.5（規準では 12.0）、せん断強度 Fsは 4.16N/mm2

（規準では 3.0）となった。 

Puw=min{Puw1、Puw2}  ・・・式１） 
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式２） 
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式３） 

4. 考察 

規準に示されている値と材料試験の値を式２）、３）に

入力した計算値と実験値の比較を図 6,7 に示す。同図に示

すように、割裂破壊では規準と材料試験からの計算値は

近かったが、せん断破壊では材料試験の値は規準の 1.39

倍と大きく、精度の向上が大きかった。このことから、

逆対称せん断試験法から得た値の方が本接合部の設計に

は適切であることが分かった。図 6,7 における 5%下限値

のみを用いたものを図 8、式１）より設計値としたものを

図 9 に示す（黒：現規準、赤：本試験結果）。 

図 8に示すように、実験値と計算値には正の相関がみら

れることが分かった。また設計値との関係は、図 9 に示す

ように現行の規準よりも精度よく推定できていることが

分かった。また、本研究で用いた値によると設計式は破

壊性状も適切に判断できることがわかった。 

 

図 6 割裂破壊の結果   図 7 せん断破壊の結果 

 

図 8 実験値と計算値の関係 図 9 実験値と設計値の関係 

5. 研究の成果、新知見 

本研究では、接合部で発生する割裂破壊とせん断破壊

に対して、その特徴を詳細な観察に基づき定義た。その

特徴に対して、材料試験の 5%下限値を用いることで、現

行の木規準より正しく破壊性状を判定できることを示し

た。また、耐力の計算精度も高くなることを示した。 

今後の予定 

本研究で試験した仕様は限られたものであったため、

他の寸法・他の接合形式に対しても検討を進める必要が

ある。また、それらの結果を積極的に情報発信し、構造

設計者に有益な情報を共有することが重要であると考え

ている。 


